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切籠【きりこ】

　世俗にいう盆灯籠のこと。本山では、八角

形の火袋を赤、紺の色紙にて張り、頭部に墨

塗の雁形を附け、火袋の上方には「けづりか

け」の欄間を設け、紺赤の方立を四隅に立て、

これに白、赤、紺の紙を三段二重、御影堂は

三重についで裳を附け、火袋の角に八本の垂

尾を下げて、余間に荘厳される。

　以前は、盆会中の逮夜と日中の、御影堂本

間の勤行に引続いて、南余間に座を移してな

される勤行を、切籠の勤行と称していた。
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【
企
画
部
会
】（
◎
印
は
部
長
）

　

橋
本
匡
子
（
３
組
引
接
寺
）

　

田
口
タ
ズ
子
（
３
組
受
念
寺
）

　

藤
岡　

照
（
５
組
林
照
寺
）

　

尾
崎
廣
三
（
５
組
圓
照
寺
）

◎
寺
林　

惇
（
６
組
來
迎
寺
）

　

芝
谷
正
昭
（
９
組
看
景
寺
）

　

太
田
高
顕
（
10
組
光
善
寺
）

　

酒
井　

度
（
14
組
慇
重
寺
）

　

大
村
迪
男
（
14
組
真
光
寺
）

　

廣
瀬　

俊
（
17
組
法
觀
寺
）

　

松
山
正
澄
（
19
組
正
受
寺
）

　

高
間
重
光
（
19
組
了
信
寺
）

　

藤
澤
紹
子
（
20
組
頓
隨
寺
）

　

藤
田
恭
樹
（
22
組
専
念
寺
）

　

山
村
禎
一
（
26
組
向
陽
寺
）

各
専
門
部
会  

（
○
印
は
幹
事
）

【
儀
式
・
法
要
部
】

　

鷹
合　

真
（
３
組
覺
林
寺
）

○
山
内
雅
教
（
７
組
光
明
寺
）

　

森
川　

徹
（
21
組
西
慶
寺
）

（
兼
）
中
島
裕
（
21
組
善
宗
寺
）

【
研
修
・
講
座
部
】

　

井
関　

靖
（
10
組
慶
徳
寺
）

○
宮
部　

渡
（
15
組
西
稱
寺
）

　

池
田
康
子
（
16
組
觀
智
坊
）

　

四
ツ
井
眞
知
子
（
19
組
長
因
寺
）

　

戸
次
公
正
（
22
組
南
溟
寺
）

　

成
井
暁
信
（
26
組
西
教
寺
）

【
行
事
部
】

　

内
山
宗
之
（
３
組
西
元
寺
）

　

本
夛　

勉
（
６
組
南
江
寺
）

　

大
戸
久
見
子
（
13
組
道
徳
寺
）

　

藤
井
満
紀
（
17
組
眞
願
寺
）

○
中
島　

裕
（
21
組
善
宗
寺
）

　

三
好
泰
紹
（
22
組
蓮
正
寺
）

【
視
聴
覚
伝
道
部
】

○
由
上
義
孝
（
20
組
施
福
寺
）

　

平
野
圭
晋
（
27
組
願
随
寺
）

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
】

　

難
波
明
則
（
９
組
淨
圓
寺
）

○
澤
田　

見
（
12
組
清
澤
寺
）

聞こう 親鸞聖人のことば　見つけよう ともに生きる喜び

今
期
の
教
区
基
本
テ
ー
マ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
化
委

員
会
に
お
い
て
検
討
・
協
議
さ
れ
、
御
遠
忌
に
む
け
て
一

人
ひ
と
り
の
意
識
高
揚
を
願
い
、
ま
た
、
親
鸞
聖
人
の
門

徒
を
名
告
る
私
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
担
っ
て
い

く
御
遠
忌
と
い
た
す
べ
く
、
ご
本
山
が
御
遠
忌
テ
ー
マ
と

し
て
示
さ
れ
た
「
今
、い
の
ち
が
あ
な
た
を
生
き
て
い
る
」

と
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
年
度
毎
の
主
張
を
簡
潔
に
言
い
表
し
て
き
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
聞
こ
う 

親
鸞
聖
人
の

こ
と
ば　

見
つ
け
よ
う 
と
も
に
生
き
る
喜
び
」
と
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
中
心
に

据
え
て
い
る
も
の
は
何
か
」、「
ど
う
い
う
生
き
る
姿
勢
を

表
現
し
た
い
の
か
」、
こ
う
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
く

具
体
的
な
言
葉
と
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。

た
だ
、
教
区
基
本
テ
ー
マ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
た

び
の
御
遠
忌
テ
ー
マ
を
基
底
と
し
て
教
区
独
自
の
テ
ー
マ

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
も
、
時
期
に
応
じ
て
必
要
で
あ

る
と
の
認
識
か
ら
、
単
年
度
（
２
０
０
５
年
度
）
の
テ
ー

マ
と
し
、
今
後
、
更
に
論
議
を
深
め
な
が
ら
、
発
信
し
て

い
く
方
途
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
お
り

ま
す
。

教
化
委
員
会
名
簿

教区

基本

テーマ
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教

区

ア

ラ

カ

ル

ト

高
木
顕け
ん
み
ょ
う明
師
の
復
権
と
顕
彰
の
願
い
を
込
め

去
る
２
０
０
５
年
６
月
18
日
、
大
阪
教
区
第
23
組

浄
泉
寺(

山
口
範
之
住
職
・
和
歌
山
県
新
宮
市)

で
、

「
遠え
ん
し
ょ
う
き

松
忌
法
要
」（
高
木
顕け
ん
み
ょ
う明

師
の
復
権
と
顕
彰
の
願
い

を
込
め
）
が
、
約
１
０
０
人
の
参
詣
の
も
と
勤
め
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
法
要
は
、
真
宗
大
谷
派
解
放
運
動
推
進
本
部
と
大

阪
教
区
教
化
委
員
会
、
難
波
別
院
が
連
携
し
、
宗
派
が
主

催
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

６
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、「
前
を
訪
う―

今
、
こ
の

時
代
に
聞
く
非
戦
・
平
等
の
願
い―

」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
新
宮
市
の
南
谷
墓
地
に
あ
る
顕
明
師
の

顕
彰
碑
前
で
、
藤
岡
照
・
大
阪
教
区
会
議
長
の
導
師
の
も

と
勤
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
顕
明
師
が
住
職
を
務
め
て
い
た
浄
泉
寺
に
会

場
を
移
し
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た

← 

高
木
顕
明
師
顕
彰
碑
に
て
の
勤
行

→
浄
泉
寺
で
の
法
要
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法
要
は
、
高
間
重
光
氏(

第
19
組
了
信
寺
住
職)

の
司

会
で
進
め
ら
れ
、
全
員
で
「
三
帰
依
文
」
の
唱
和
、
続
い

て
竹
田
恵
示
・
解
放
運
動
推
進
本
部
長
が
表
白
を
拝
読
し
、

山
口
住
職
調
声
の
も
と
「
正
信
偈
・
同
朋
奉
讃
式
」
に
て

お
勤
め
さ
れ
ま
し
た
。

お
勤
め
の
後
、
織
田
恭
一
氏(

第
４
組
願
正
寺
住
職)

が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
流
れ
る
中
、
顕
明
師
の
著
し
た

『
余
が
社
会
主
義
』
を
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
片
山
寛
隆
氏(

三
重
教
区
相
願
寺
住
職)

が
、「
仏
法
を
主
と
せ
よ
」
と
題
し
た
法
話
を
行
い
、
熊

谷
宗
恵
・
宗
務
総
長
の
挨
拶
で
法
要
を
終
え
ま
し
た
。

法
要
後
、
席
を
境
内
に
移
し
、
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。
進
行
は
、
宮
部
渡
氏
（
第
15
組
西
稱
寺
住
職
）
が
担

当
し
、
参
詣
者
か
ら
感
想
や
意
見
な
ど
を
発
表
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
同
寺
の
女
性
門
徒
ら
が
炊
き
出
し
た
ア
ツ
ア
ツ

の
「
お
で
ん
」
や
「
め
は
り
寿
司
」
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
歓
談
は
進
み
ま
し
た
。
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プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
車
椅
子
を
寄
贈

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
会
議

２
０
０
５
年
６
月
21
日
午
後
１
時
、
真
宗
大

谷
派
（
大
谷
祖
廟
）
に
大
阪
教
区
（
教
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
推
進
会
議
）
か
ら
、
車
椅
子
２
台
（
ア

ル
ミ
製
・
ス
チ
ー
ル
製
各
１
台
）
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
会
議
委
員
の
、

矢
幡
光
世
子
氏
・
中
島
典
子
氏
の
お
二
人
が
出
向

か
れ
、
大
谷
祖
廟
で
は
、
杉
浦
財
務
長
・
寺
西

大
谷
祖
廟
事
務
所
長
等
関
係
者
が
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。（
大
谷
祖
廟
は
、
現
在
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
お
り
、
車
椅

子
は
必
需
品
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。）

こ
の
車
椅
子
は
、
２
年
前
か
ら
、
年
２
回
古
着

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し
て
、
古
切
手
と
と

も
に
飲
料
水
の
プ
ル
タ
ブ
（
ア
ル
ミ
製
）
集
め
を

始
め
た
こ
と
が
今
回
の
贈
呈
に
繋
が
っ
た
も
の
で

す
。
は
じ
め
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
わ
か
ら
な
い

ま
ま
の
出
発
で
し
た
が
、
教
区
内
に
お
知
ら
せ
を

し
て
い
く
中
で
、
あ
る
ご
寺
院
で
は
、
法
要
や
法

座
の
都
度
ご
門
徒
の
方
々
が
持
ち
寄
っ
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
地
域
の
中
で
の
取
り
組
み
に
な
っ
た

り
、
友
だ
ち
に
声
を
か
け
た
ら
み
ん
な
が
集
め
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
と
種
々
い
ろ
い
ろ
で

あ
り
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
プ
ル
タ
ブ
は
、
古
着
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
時
期
を
あ
わ
せ
、
業
者
に
買
い
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
時
期
に
よ
っ
て
１
㎏
の
単

価
は
違
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方
の
思
い
が
、

今
回
の
贈
呈
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
ち
な
み
に
、
こ
の
２
年
間
で
、
重
さ
に
し

て
約
５
８
０
㎏
（
個
数
に
し
て
約
２
０
０
万
個
）

で
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
で
は
小
さ
い
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
集
ま
れ
ば
大
き
な
思
い
と
し
て

形
に
な
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

プ
ル
タ
ブ
は
、
飲
料
水
の
飲
み
口
に
あ
る
、
小

さ
な
も
の
で
す
。
大
き
な
缶
を
集
め
る
に
は
い
ろ

い
ろ
大
変
で
す
が
、
こ
れ
な
ら
手
軽
に
集
め
て
い

た
だ
け
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

プ
ル
タ
ブ
物
語

「
お
寺
さ
ん
が
プ
ル
タ
ブ
集
め
て
は
る
ね
ん
」「
何

の
た
め
に
？
」「
車
い
す
に
換
え
て
寄
付
し
は
る

ね
ん
て
」
犬
の
散
歩
の
途
中
、
老
人
会
、
社
交
ダ

ン
ス
の
集
ま
り
、
民
生
委
員
の
会
合
、
様
々
な
集

ま
り
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
お
寺
の
御

門
徒
さ
ん
だ
け
に
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
ら
、
真
宗
の
御
門
徒
さ
ん
だ
け

で
な
く
他
宗
の
方
や
地
域
の
人
々
、
果
て
は
早
朝

か
ら
ア
ル
ミ
缶
集
め
を
し
て
い
る
お
じ
さ
ん
ま
で

が
協
力
し
て
く
だ
さ
り
半
年
で
１
４
０
㎏
も
一
ケ

寺
で
集
ま
り
ま
し
た
。
ひ
と
く
ち
に
１
４
０
㎏
と

い
い
ま
す
が
個
数
に
す
る
と
約
３
７
万
枚
程
に
な

り
ま
す
。
多
く
の
人
達
の
日
常
の
気
づ
き
と
行
動

が
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
そ
れ
だ
け
の

数
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
お
寺
が
集
ま
っ
て
、

延
べ
３
年
で
や
っ
と
車
い
す
２
台
の
寄
贈
が
叶
い

ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
息
の
長
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
暖
か
い
「
か
た
ち
」
に
感
動
を
頂
き
ま
し
た
。  

そ
れ
で
も
２
年
に
渡
る
プ
ル
タ
ブ
集
め
に
多
く
の

方
が
継
続
し
て
取
り
く
み
続
け
て
い
る
原
動
力
の

ひ
と
つ
は
「
色
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
か
け

で
手
伝
っ
て
き
た
け
ど
、
集
め
た
も
の
の
行
き
先

や
結
果
の
報
告
が
な
か
っ
た
。
今
回
は
ち
ゃ
ん
と

報
告
し
て
く
れ
る
か
ら
知
り
合
い
に
も
呼
び
か
け

や
す
い
」
と
の
声
が
多
く
聞
け
ま
し
た
。
改
め
て

お
寺
の
存
在
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
網
の
目

よ
う
な
底
力
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
会
議
主
査
・
松
本
曜
一
）
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ア ト リ エ し ゃ ら り ん

http://www.icho.gr. jp/shararin/sozai/

追
記前

８
号
の
「
シ
ロ
の
聞
法
見
聞
録
④　

出
演
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
記
事
中
、
ビ
デ
オ
に
出
演
の

お
ふ
た
り
の
俳
優
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
記
載

が
抜
け
て
お
り
ま
し
た
。
改
め
て
掲
載
い
た
し
ま

す
。

溝
田　

繁　

氏

１
９
２
４
年
大
阪
生
ま
れ
。
関
西
芸
術
座
創
立

メ
ン
バ
ー
。

小
笠
原　

町
子　

氏

１
９
３
１
年
大
阪
生
ま
れ
。
関
西
芸
術
座
創
立

メ
ン
バ
ー
。

画 ・ 豊 島 幸 代

画 ・ 北 川 浩 三画 ・ 平 野 圭 晋
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